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事業所名 グループホーム六じょうや  

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和２年６月２４日（木）１４時００分～１５時００分 

参加者（今回は新型コロナウ

イルスのため集まらず、資料

を配布した人数） 

議   題 

利用者      ０ 名 

利用者家族    ９ 名 

地域住民の代表者 ２ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

見識者      ０ 名 

事業所      １ 名 

１ 六じょうや基本理念・目指す場所 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 身体拘束廃止委員会 

６ 今後の事業計画 

会    議    録 

今回は新型コロナウイルスの感染拡大の危険があるため、室内で集まらずに資 

料をお渡しして回答を待つ形で行いました。 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を報告しました。 

  

３ 入居者の医療看護の状況（R２．４．2３～R２．６．２３の期間）を報告

しました。 

〔利用者の転帰状況〕 

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

・５月―自粛生活の中のストレス解消法 

・６月―新しい生活様式での新型コロナウイルス対応について 

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（別々に参加） 

  

４ 主な行事報告 

・５月５日   端午の節句 

・５月２０日  深川神社お参りと古墳見物ツアー 

・６月１０日  初夏のお茶会 

・6月 23日  山形サクランボ 

  各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

 

 



 

５ 身体拘束廃止委員会 

看取りの時期に身体拘束されていたら、本人や家族はどう感じると思うか。 

  上記に対する意見として 

（瀬戸市職員） 

 看取りに関わらず、身体拘束により活動が制限された状況は本人および家族

にとって望ましくないと感じると思う。食事や活動の量が減る看取り期に身

体拘束が真に必要か、最後検討し、最小限となるよう努めていく必要がある

と考える。 

（職員） 

 ・本人は悪意があって行う訳でないから拘束されたら、辛いと思うし、家族

も我慢できない。仕方ないと思っていても可哀そうだと思い、後悔が残る

と思う。 

 ・施設と家族の考え方や行動が違うことがないようにしっかりと話し合って

一体となって高齢者の死に向き合っていく必要があると思う。拘束しない

ように最善をつくす。 

 ・高齢者の尊厳や苦しみが無視されることになる。身体拘束に代わる方法は

ないか検討しつくす必要があると思う。 

 

６ 今後の事業計画 

・新型コロナウイルスの対応について 

・設備等について 

 ・職員の定着について 

 ・今後の主な行事について 

 ・７月１日   避難訓練 

・７月７日   七夕 

・７月２１日  土用丑の日 

 

 ・入居者状況 

  

 ・次回運営推進会議 ２０２０年８月２４日（木） 

（新型コロナウイルスにより集会が無理な場合は資料をお届けし、ご意見を

お待ちしています）。 

   

 

 

 


